
　

伊
藤
証
信
は
、
１
８
７
６
年
、
三
重
県

の
桑
名
に
生
ま
れ
、
真
宗
大
学
（
現
大
谷

大
学
）
で
西
方
寺
の
住
職
で
も
あ
っ
た
宗

教
哲
学
者
・
清
沢
満
之
な
ど
か
ら
教
え
を

受
け
て
い
た
27
歳
の
と
き
に
、
父
親
の
看

病
の
た
め
桑
名
の
久
米
村
に
帰
っ
た
折
、

そ
の
枕
辺
で
突
然
霊
感
に
打
た
れ
、
無
我

愛
の
自
覚
を
得
て
、
翌
１
９
０
５
年
の
３

月
に
東
京
巣
鴨
の
大
日
堂
に
「
無
我
苑
」

を
開
き
、
修
養
運
動
を
始
め
る
と
同
時
に
、

機
関
誌
「
無
我
の
愛
」
を
創
刊
。

　

し
か
し
翌
年
３
月
、
証
信
は
「
修
行
未

熟
」
を
理
由
に
突
然
無
我
苑
を
閉
鎖
。
そ

の
後
、
女
学
校
の
先
生
な
ど
を
経
た
あ
と
、

１
９
２
１
年
、
45
歳
で
東
京
中
野
に
「
無

我
苑
」
を
再
開
。
こ
の
年
の
８
月
、
３
日

間
に
わ
た
り
、
理
想
主
義
者
で
あ
り
文
化

勲
章
を
受
章
し
た
武
者
小
路
実
篤
が
主
宰

し
て
い
た
宮
崎
県
日
向
の
「
新
し
き
村
」

に
滞
在
。

　

１
９
２
３
年
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災

後
、
１
９
２
５
年
、
48
歳
の
と
き
、
妻
と

と
も
に
碧
南
の
西
端
に
移
り
住
み
、
無
我

愛
の
思
想
を
学
問
的
に
体
系
づ
け
よ
う
と

し
、
仏
教
に
限
ら
ず
キ
リ
ス
ト
教
、
西
洋

哲
学
な
ど
幅
広
い
読
書
、
研
究
、
思
索
を

続
け
る
と
と
も
に
、
地
元
農
村
青
年
に
カ

ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
を
翻
訳
・
教

授
し
た
り
、
精
神
主
義
に
基
づ
く
思
想
的

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
間
に
著
書『
哲

学
入
門
』
『
無
我
愛
の
哲
学
』
を
発
刊
。

　

そ
の
後
、
１
９
３
４
年
、
58
歳
の
と
き

に
全
国
か
ら
の
浄
財
の
寄
贈
に
よ
り
、
木

造
２
階
建
の
「
無
我
苑
」
が
竣
工
し
、
居

室
と
集
会
も
で
き
る
研
修
道
場
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
の
「
碧
南
市
哲
学
た
い
け
ん

村
無
我
苑
」
は
こ
の
「
無
我
苑
」
が
あ
っ

た
場
所
に
、
遺
族
か
ら
の
寄
贈
を
受
け
て

市
が
１
９
９
２
年
に
再
建
し
た
も
の
で
す
。

　

証
信
は
、
宗
教
統
一
運
動
「
万
教
協
和

聯
盟
」
運
動
に
奔
走
し
た
り
、
戦
中
は
、

満
州
に
渡
り
無
我
愛
を
伝
導
し
、
戦
争
協

力
、
天
皇
制
賛
美
の
言
動
を
行
い
、
晩
年

は
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
学
者
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
ら
の
提
唱
す
る
「
世
界
連
邦
建
設
」

を
目
指
し
て
活
動
。
１
９
６
３
年
満
87
歳

で
、
理
想
を
追
求
し
続
け
た
人
生
を
閉
じ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
碧
南
市
哲
学
た
い
け
ん
村
無
我

苑
に
は
、
武
者
小
路
実
篤
が
伊
藤
証
信
に

贈
っ
た
「
無
我
愛
」
と
い
う
自
筆
の
色
紙

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
藤
証
信
や
梅
原

猛
の
常
設
展
示
も
あ
り
ま
す
の
で
、
改
め

て
「
無
我
苑
」
に
来
て
、
哲
学
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

C
・
S
コ
ラ
ム

理
想
を
追
求
し
続
け
た

　
　
無
我
苑
開
祖
・
伊
藤
証
信

衣浦衛生組合一般会計予算平成26年度

【主な事業】
●し尿処理（衛生センター）
・各家庭から収集された、生し尿、浄化槽汚泥の処
　理
●ごみ処理（クリーンセンター衣浦）
・各家庭から収集された、可燃ごみ、粗大・不燃ご
　みの処理
・事業系のうち、一般廃棄物（ごみ）の処理
●ごみ再生処理（リサイクルプラザ）
・まだ再利用できると判断された粗大ごみの展示・
　販売（入札）
・家庭にある不用品で、まだ使える物の出品・展示・
　販売
●温水プールと浴場の運営（サン･ビレッジ衣浦）
・クリーンセンター衣浦のごみ焼却余熱を利用した
　温水プール、風呂施設の運営
●火葬場の運営（衣浦斎園）
・待合・斎場棟にて規格葬儀の利用可
問合せ　衣浦衛生組合　☎(41)3479

歳入
2,480,867千円

歳出
2,480,867千円

議会費
810千円
 組合議会運営
 に伴う費用

総務費
 61,242千円
 組合総括事業
 に伴う費用

予備費
10,000千円

分担金および
負担金
1,323,362千円
 碧南市・高浜
 市からの分担
 金（　　　　　　）

衛生費
2,392,193千円
 清掃・環境事
 業に伴う費用（　　　　　　）（　　　　　　）

繰越金
33,000千円
 25年度からの
 繰越予定額

（　　　　　　）
組合債
698,700千円
  クリーンセンター
  衣浦延命化工事に
  伴う地方債

国庫支出金
202,810千円
財産収入
3,417千円

諸収入
31,899千円
 資源リサイクル
 物の売却金など（　　　　　　 ）

（　　　　　　）

（　　　　　　）

使用料およ
び手数料
 187,679千円
  ごみ処理、リサ
  イクルプラザ、
  サン・ビレッジ
  衣浦、衣浦斎園
  の施設使用料、
  し尿処理（　　　　　　 ）

（　　　　　　）

公債費
16,622千円
 建設事業費借
 入金償還費用

　衣浦衛生組合は、碧南市と高浜市で構成されてい
ます。主な事業と予算の概要をお知らせします。
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